
はじめに

日本インターネット協会(IAJ) 会長

高橋　徹

1998 年のインターネットは、年初から大きな波乱を含んでいる。1996 年からインターネッ

トコミュニティで取り上げられてきたドメイン問題を発端にして、インターネットガバナンス

（インターネットの統治・管理）はどうあるべきかという大問題が、正面から取り組まれるべき

課題として浮上してきたと言える。

インターネットが成り立つ根拠を、私たちはすでに与えられた権限であるかのように考えてい

るのではないか。誰がどことどのように契約してインターネットは成立しているのか。エンドユ

ーザーはなにも知らすにインターネットを使用しているが、そこには大きな落とし穴があるので

はないだろうか。プロバイダーは、自身のサービスが成り立つ根拠を、どのように把握している

のだろうか。

インターネットの急激な発展とユーザーの増加は、改めてこうした問いを意識するようなイン

パクトを伴っている。エンドユーザーが支障なくインターネットを使えるようにするために、通

信回線を提供するキャリアも、接続サービスを提供するプロバイダーも、情報サービスを提供す

るコンテンツプロバイダーも、システムを提供するハード・ソフトのメーカーも、それぞれの場

所で努力を重ねてきた。

しかし、急激な発展はさまざまな歪みを生んでいる。ネット上の犯罪の増加、”有害コンテン

ツ’の流通、スパムメールの横行、不正アクセスの増大などが挙げられる。これらを政府機関が

取り上げて規制するような動きも急であるが、インターネットを発展させたベースにある良識が

消えるわけではない。自主管理、自律統治のセルフガバナンスの思想が、Rough Consens 凵ｓ

and R 凵nning Ｃｏｄｅのモットーを持つインターネットコミュニティで展開されてきたことに良

識の根がある。

国際間のネット上での課題が、政府間の協定、あるいは巨大テレコム企業間の合意によって解

決するのではなく、あくまでもインターネットコミュニティのセルフガバナンスを基調に展開さ

れることが、望ましい結果を生む道である。 1998 年は、これらの課題にユーザー、プロバイダ

ー、キャリアおよび政府機関が目を見開き、明日のインターネットのあり方を考え続けるはじめ

の年になるだろう。
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